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１．研究計画の概要 
 本研究は、（1）畜産・獣医学教育研究への

代替え法導入のため、動物臓器のプラスチネ

ーション標本を作製するための基準となる

方法を確立する、（2）研究代表者が所有して

いる貴重な動物奇形心のプラスチネーショ

ン化を行うとともに、それらを博物館や実習

室に展示し標本の共有・活用を実施すること

にある。さらに、（3）貴重な奇形心標本のデ

ータベースを作るとともに、作製した標本を

大学開放や高大連携などにも活用する。また、

（4）作製した標本による（いわゆる代替え

法を用いた）畜産・獣医学教育を実施し、受

講生から評価を受ける。つまり代替え法導入

にあたり、標本の作製、それらを用いた教

育・研究・展示さらにはその評価を行い、畜

産学・獣医学教育研究の改善方法について研

究を行うことにある。 
 
２．研究の進捗状況 
 始めに、標本作製のための条件を検討

した。得られた結果をもとにホルマリン

固定済み動物奇形心のプラスチネーション

化を実施するとともに、標本のデータベース

を作成した。また作製した心奇形標本の希少

例としては、（1）両心耳近位、（2）鎖骨化動

脈分離、（3）右下行大動脈を伴う左大動脈弓、

（4）房室中隔欠損、（5）房室弁交叉心、（6）

左房室口閉鎖、（7）二重房室口等があげられ

る。これらは、畜産・獣医学領域の動物では

ほとんど報告されていない。つまり作製した

プラスチネーション標本は世界的に類をみ

ない貴重なものであり、標本とデータベース

は獣医・畜産学にとって非常に貴重なもので

あるといえる。さらに入手できた動物と体よ

り採取した臓器を用いて標本作製も行い、獣

医解剖学の講義や実習に活用するとともに、

農学部附属博物館で作製した標本の展示を

行い、多くの方へ公開した。特に獣医解剖学

実習では新鮮標本とプラスチネーション標

本を実際に比較観察してもらい、受講した学

部学生に代替え教育法の導入に関するアン

ケートをとった。その結果は本学獣医学科の

中で開設しているプラスチネーション標本

のホームページに掲載している（URL は

http://www.agr.miyazaki-u.ac.jp/~vet/Ve

tAnaPlasti/index.html）。 
 
３．現在までの達成度 
 本研究目的の達成度について、①当初の計



画以上に進展している、と考えられる。なぜ

ならば、当初目的にある標本作製方法の検討、

標本作製、作製した標本の実習や講義での活

用、博物館での展示や中高大連携での活用、

作製した標本のデータベース化がこれまで

に終了している。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 今後も引き続き、獣医解剖学教育の充実

を図るために多様な標本を作製し、講義や

実習で活用するとともに、大学開放事業や

中高大連携事業に標本を活用して行きたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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